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1. 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間の損益状況につきましては、経常収益は、資金運用収益や役務取引等収益が減少したこ

となどから、前年同期比５億 47 百万円減の 350 億 32 百万円となりました。 

経常費用は、有価証券関係損失が減少したことなどから、前年同期比９億 59 百万円減の 281 億 57 百万円となり

ました。 

この結果、経常利益は、前年同期比４億 11 百万円増の 68 億 74 百万円となりました。親会社株主に帰属する四半

期純利益は、前年同期においてグループ３社の株式追加取得に伴う負ののれん発生益等を計上したことから、同 46

億 37 百万円減の 47 億９百万円となりました。 

(2) 財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の連結財政状態につきましては、預金等（譲渡性預金を含む）は、公金預金の減少

を主因として前連結会計年度末比 2,691 億円減少し３兆 22 億円となりました。 

貸出金は、地方公共団体向け貸出が減少した一方、個人向け貸出及び法人向け貸出が増加したことから、前連結

会計年度末比 229 億円増加し１兆 7,276 億円となりました。 

有価証券は、短期社債の買入れを行ったことなどにより、前連結会計年度末比 60 億円増加し１兆 3,507 億円とな

りました。 

(3) 連結業績などの将来予測情報に関する説明 

当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、平成 29 年５月 11 日に公表いたしました通期の業績予想計数

を上回って推移しておりますが、与信関連費用等が変動する可能性があることを考慮し、業績予想に変更はござい

ません。 

2．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の処理 

当行及び連結子会社の税金費用は、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定

しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、

法定実効税率を使用する方法によっております。 
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〔説明資料〕平成３０年３月期第３四半期決算の概要（単体）

【連結】 （単位：百万円）

前年同期比

連結経常収益 35,032 △   547 35,579

連結経常利益 6,874 411 6,463

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,709 △ 4,637 9,346

－ △ 4,088 4,088

負ののれん発生益等を除く 4,709 △   549 5,258

29年3月期
第3四半期

30年3月期
第3四半期

うち負ののれん発生益等※

5,905 4,9804,834
5,923

9,346

4,709

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

百万円 【単体】四半期純利益

【連結】親会社株主に帰属する四半期純利益

28/3期
第3四半期

29/3期
第3四半期

30/3期
第3四半期

＜単体＞ ※増減は前年同期比

■経常収益～317億円（△６億円）

資金運用収益や有価証券売却益の減少など

により６億円減少

■業務粗利益～253億円（＋１億円）

役務取引等利益が減少したものの、その他

業務利益が増加したことなどにより１億円増加

■経費～197億円（＋0.3億円）

前年同期並み

■業務純益～56億円（＋0.4億円）

業務粗利益の増加などにより0.4億円増加

■経常利益～70億円（＋９億円）

貸倒引当金戻入益の計上や不良債権処理

額の減少などにより９億円増加

■四半期純利益～49億円（＋１億円）

上記要因に加え、前年に退職給付制度の変

更に伴う特別利益８億円を計上したことなどに

より、１億円増加

＜連結＞

■連結経常利益～68億円（＋４億円）

単体経常利益の増加などにより４億円増加

■親会社株主に帰属する四半期純利益

～47億円（△46億円）

前年に関連会社３社の子会社化に伴う特別

利益（負ののれん発生益）を計上した反動など

により46億円減少

１． 損益の状況

※１．実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額

※２．コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益

終利益の推移（単体・連結）

（単位：百万円）

前年同期比

経常収益 31,724 △   672 32,396

業務粗利益 25,341 102 25,239

23,029 14 23,015

2,669 △   327 2,996

△   357 416 △   773

△   291 △    81 △   210

経費（△） 19,737 35 19,702

10,300 50 10,250

8,196 △    87 8,283

5,603 67 5,536

5,895 148 5,747

－ 18 △    18

業務純益 5,603 49 5,554

臨時損益 1,423 903 520

うち不良債権処理額（△） 31 △   368 399

うち貸倒引当金戻入益 527 527 －

うち株式等関係損益 1,030 △   118 1,148

経常利益 7,027 952 6,075

特別損益 △ 186 △   940 754

税金費用 1,859 △   136 1,995

四半期純利益 4,980 146 4,834

29年3月期
第3四半期

30年3月期
第3四半期

一般貸倒引当金繰入額(△）

コア業務純益

資金利益

役務取引等利益

その他業務利益

　（うち国債等債券損益）

うち人件費

うち物件費

実質業務純益

※負ののれん発生益および段階取得に係る差損

㈱岩手銀行（8345）平成30年3月期　第3四半期決算短信

-  6  -



8,602 8,854
9,348

4,998
5,446

5,096

3,603
3,9013,758

1,000

3,000

5,000

7,000

9,000

27/12末 28/12末 29/12末

末残、億円

中小企業等貸出金残高 うち中小企業向け貸出 うち個人向け貸出

（単位：億円、％）

貸出金末残の推移

※平残は第3四半期累計（9ヵ月間）の計数

２． 貸出金

貸出金平残の推移

【中小企業等貸出金の状況】

中小企業等貸出金残高の推移

貸出金残高は、個人向け貸出および法人向け貸出が増加したものの、地方公共団体向け貸出が減少

したことから、前年同期比53億円（0.3％）減少の1兆7,311億円となりました。 また、平均残高は、同507億

円（2.9％）減少の1兆6,792億円となりました。

9,907 9,544

3,603 3,758

4,204 4,060

9,669

3,901

3,739

17,36417,715 17,311

0

5,000

10,000

15,000

27/12末 28/12末 29/12末

億円

法人 個人 地方公共団体

中小企業等貸出金残高は前年同期比494億円（5.5％）増加の9,348億円となりました。このうち、個人事

業主を含む中小企業向け貸出金残高は、前年同期比350億円（6.8％）増加の5,446億円となりました。

また、個人向け貸出金残高は、同143億円（3.8％）増加の3,901億円となりました。

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

貸出金末残 17,715 17,364 17,311 △  53 △ 0.3 17,066

貸出金平残 17,373 17,299 16,792 △ 507 △ 2.9 17,276

27年12月末 28年12月末 29年12月末 29年3月末

9,680 9,593 9,360 

3,421 3,538 3,677 

4,270 4,167 3,754 

17,373 17,299 16,792 

0

5,000

10,000

15,000

28/3期

第3四半期

29/3期

第3四半期

30/3期

第3四半期

億円

法人 個人 地方公共団体
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（単位：億円、％）

預金等末残の推移 預金等平残の推移

※平残は第3四半期累計（9ヵ月間）の計数

３． 預金等（譲渡性預金を含む）

４． 預り資産

預り資産の残高は、保険の増加により、前年同期比116億円（4.3％）増加の2,757億円となりました。

また、期中販売額は、投資信託が204億円、公共債が47億円、保険が131億円、総体では383億円とな

り、前年同期比64億円増加しました。

（単位：億円、％）

預り資産残高の推移

※保険については有効契約残高を記載しております。

預金等残高は、公金預金は減少したものの、個人預金および法人預金などが増加したことから、前年

同期比51億円（0.1％）増加の3兆105億円となりました。また、平均残高は、同150億円（0.4％）増加し、

3兆849億円となりました。

預り資産販売額

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

預金等末残 29,879 30,054 30,105  51 0.1 32,797

預金等平残 30,731 30,699 30,849 150 0.4 30,473

27年12月末 28年12月末 29年12月末 29年3月末

5,829 6,069

4,188

19,84619,67719,576

6,464

3,6634,387

13111887

29,879 30,054 30,105

0

10,000

20,000

30,000

27/12末 28/12末 29/12末

億円

個人 一般法人 公金 金融機関

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

383  64  20.0%  

 投資信託 204  50  32.4%  

 公共債 47  33  235.7%  

 保険 131  △ 20  △ 13.2%  

30年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

 販売合計

1,453

232

2,566 2,641

1,597 1,713

232
300

812 811
811

2,757

0

1,000

2,000

3,000

27/12末 28/12末 29/12末

億円

保険 公共債 投資信託

5,660 6,011

5,134

19,61919,41719,424

6,306

4,7715,530

152136115

30,84930,69930,731

0

10,000

20,000

30,000

28/3期 29/3期 30/3期

億円

個人 一般法人 公金 金融機関

第3四半期 第3四半期 第3四半期
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（単位：億円、％）

※平残は第3四半期累計（9ヵ月間）の計数

５． 有価証券
有価証券末残の推移

有価証券の評価差額（含み益）の推移

（２） 有価証券関係損益

有価証券関係損益は、国債等債券売却益や株式等売却益が減少したことなどにより、前年同期比１億円

減少の７億円となりました。

（１） 有価証券の評価差額（含み益）の状況

（単位：百万円）

※当行では四半期洗替法を採用しております。

有価証券の評価差額（含み益）は、前年同期比

33億円増加し、664億円（うち債券281億円、株式

302億円、投資信託等80億円）となりました。

有価証券残高は、外国証券や投資信託等の運

用残高が増加したことなどにより、前年同期比359

億円（2.7％）増加の1兆3,530億円となりました。

また、平均残高は、同674億円（5.0％）増加の

1兆3,905億円となりました。

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

有価証券末残 13,270 13,171 13,530  359 2.7 13,470

有価証券平残 12,932 13,231 13,905  674 5.0 13,205

27年12月末 28年12月末 29年12月末 29年3月末

10,560 10,224

1,011

10,090

594537
510

1,275
1,213

1,398
985 1,569

13,530
13,270 13,171

8,000

10,000

12,000

14,000

27/12末 28/12末 29/12末

億円
債券 株式 外国証券 その他証券

前年同期比

392         △    210   △    291   △    81    △ 1,009    

売却益 1,333       1,122       237         △   885    546         

償還益 －          －          －          －          －          

売却損（△） 5           －          3           3           17          

償還損（△） 936         1,333       525         △   808    1,538       

償却（△） －          －          －          －          －          

1,616       1,148       1,030       △   118    1,149       

売却益 1,618       1,190       1,086       △   104    1,191       

売却損（△） －          41          56          15          41          

償却（△） 1 －          0 0           －          

2,008       937         738         △   199    140         

30年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

29年3月期

国債等債券損益　A

株式等損益　B

有価証券関係損益　A＋B

28年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

29年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

351

241

281347

256
302

804346
655 631

664

0

200

400

600

800

27/12末 28/12末 29/12末

億円 債券 株式 その他（投資信託等）
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与信費用は、貸倒引当金の取崩に伴う戻入益の計上などにより、マイナス４億円となりました。

６． 与信費用

（単位：百万円）

７． 金融再生法開示債権

金融再生法開示債権は、前年同期比42億円減少の345億円となりました。 また、不良債権比率は、不良

債権残高の減少により、前年同期比0.23ポイント低下し、1.98％となりました。

（単位：億円）

金融再生法開示債権の推移

1.98
2.31

2.21

2.132.19

1.92

1.0

2.0

3.0

27/12末 28/12末 29/12末

％

不良債権比率

部分直接償却を実施した場合の不良債権比率

総与信額に対する比率の推移

前年同期比

与信費用 1,334       381         △  496     △  877     429         

一般貸倒引当金繰入額 168         △  18      －          18          △ 278      

不良債権処理額 1,173       399         31          △  368     707         

貸出金償却 1           2           0           △    2     9           

個別貸倒引当金繰入額 952         207         －          △  207     407         

偶発損失引当金繰入額 132         84          11          △   73     103         

債権売却損 87          105         19          △   86     187         

貸倒引当金戻入益（△） －          －          527         527         －          

償却債権取立益（△） 7           －          －          －          －          

偶発損失引当金戻入益（△） －          －          －          －          －          

29年3月期
28年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

29年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

30年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

前年同期比

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

87    73    60    △ 13 66    

危険債権 218    233    207    △ 26 233    

要管理債権 106    80    78    △  2 80    

合　計 413    387    345    △ 42 380    

27年12月末 28年12月末 29年12月末 29年3月末

106

233

80 78

207
218

87 73
60

345
387

413

0

100

200

300

400

27/12末 28/12末 29/12末

億円

要管理債権 危険債権 破産更生債権等
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 平成 30 年 3 月期第 3 四半期決算の概要（単体） 

１．損益の状況 
(単位：百万円) 

   平成30年3月期 

第3四半期 

（9ヵ月） 

（Ａ） 

 平成29年3月期 

第3四半期 

（9ヵ月） 

（Ｂ） 

 平成30年3月期 

業績予想 

（12ヵ月） 

 

 

業績予想比 

進捗率    前年同期比 
(Ａ)－(Ｂ) 

 

経 常 収 益 31,724 △   672 32,396   

業 務 粗 利 益 25,341 102 25,239   

（ 除 く 国 債 等 債 券 損 益 （ ５ 勘 定 尻 ）） 25,633 184 25,449   

 資 金 利 益 23,029 14 23,015   

 役 務 取 引 等 利 益 2,669 △   327 2,996   

 
そ の 他 業 務 利 益 △  357 416 △  773   

（ う ち 国 債 等 債 券 損 益 ） △  291 △    81 △  210   

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ） 19,737 35 19,702   

 人 件 費 10,300  50 10,250   

 物 件 費 8,196 △    87 8,283   

 税 金 1,240   72 1,168   

実 質 業 務 純 益 5,603 67 5,536   

 コア業務純益（除く国債等債券損益） 5,895 148 5,747   

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ― 18 △  18   

業 務 純 益 5,603 49 5,554   

 うち国債等債券損益（５勘定尻） △  291  △    81 △  210   

臨 時 損 益 1,423 903 520   

 ② 不 良 債 権 処 理 額 31 △  368 399   

  貸 出 金 償 却 0 △   2 2   

  個 別 貸倒引 当 金繰入 額 ― △  207 207   

  偶 発 損失引 当 金繰入 額 11 △  73 84   

  債 権 売 却 損 19 △   86 105   

 ③ 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 527 527 ―    

 ④ 償 却 債 権 取 立 益 ― ― ―    

 ⑤ 偶発損失引当金戻入益 ― ― ―    

 株 式 等 関 係 損 益 1,030 △  118 1,148    

 

 

株 式 等 売 却 益 1,086 △  104 1,190   

 株 式 等 売 却 損 56 15 41   

 株 式 等 償 却 0     0 ―   

 退 職 給 付 費 用 （ 臨 時 分 ） 484   86 398   

 そ の 他 臨 時 損 益 381 211 170   

経 常 利 益 7,027 952 6,075 6,000 117.11％ 

特 別 損 益  △   186 △  940 754 

 

 

 

固 定 資 産 処 分 損 益 △  22 87 △  109   

減 損 損 失 164 164 0   

そ の 他 の 特 別 損 益 ― △  863 863   

税 引 前 四 半 期 純 利 益 6,840 11 6,829   

法 人 税 等 1,859 △  136 1,995  

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益 4,980 146 4,834 4,200 118.57％ 
    

 
 

 

与信関連費用（①＋②－③－④－⑤） △   496 △  877 381    

(注)記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。 
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２．貸出金の残高 

                                        （単位：億円） 

 平成 29 年 12 月末 

 

 平成 28 年 12 月末 

 

 平成29年3月末 

平成28年12月末比 

貸出金（平残） 16,792 △  507 17,299 17,276 

貸出金（末残） 17,311 △   53 17,364 17,066 

 中小企業等貸出残高 9,348 494 8,854 9,008 

  中小企業向け貸出残高 5,446 350 5,096 5,213 

  個人向け貸出残高 3,901 143 3,758 3,795 

   消費者ローン 3,833 151 3,682 3,716 

    住宅ローン 3,536 116 3,420 3,438 

 

岩手県内貸出金（末残） 11,224 △   45 11,269  11,326 

 
 
３．預金等の残高 

                                        （単位：億円） 

 平成 29 年 12 月末 

 

 平成 28 年 12 月末 

 

 平成29年3月末 

平成28年12月末比 

預金等（平残） 30,849 150 30,699 30,473 

預金等（末残） 30,105  51 30,054 32,797 

 個 人 19,846 169 19,677 19,471 

 法 人 6,464 395 6,069 5,722 

 金 融 131 13 118 643 

 公 金 3,663 △ 525 4,188 6,960 

      

岩手県内預金等（末残） 27,875 △  32 27,907  30,686 

（注）預金等＝預金＋譲渡性預金 
 
 
４．預り資産の残高 

                                          （単位：億円） 

 平成 29 年 12 月末 

 

 平成 28 年 12 月末  平成29年3月末 

平成28年12月末比 

投 資 信 託 811    0 811 785 

公 共 債 232     0 232 216 

個人年金保険等 1,713 116 1,597 1,645 

  合  計 2,757 116 2,641 2,646 

（注）個人年金保険等は有効契約残高を記載しております。 
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５．時価のある有価証券の評価差額 
                                               (単位：億円） 

 
平成 29 年 12 月末 平成 28 年 12 月末 

 

平成 29 年 3月末 

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額 

 うち益 うち損  うち益 うち損  うち益 うち損 

その他有価証券 12,823 664 693 29 12,736 631 669 37 13,025 588 630 42 
 株式 544 302 304 1 487 241 242 1 482 232 234 1 

債券 9,521 281 285 4 9,904 347 353 6 10,091 319 328 8 

その他 2,757 80 103 22 2,344 43 73 30 2,450 36 67 31 

（注）満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。 

                                             (単位：億円） 

 
平成 29 年 12 月末 平成 28 年 12 月末  平成 29 年 3月末 

帳簿 

価額 

含み損益 帳簿 

価額 

含み損益 帳簿 

価額 

含み損益 

 うち益 うち損  うち益 うち損  うち益 うち損 

満期保有目的  600 42 42 － 356 44 44 0 354 42 42 0 

 債券 569 42 42 － 319 44 44 －  319 41 41 － 

 その他 30 0 0 － 37 0 0 0  35 0 0 0 

 
６．金融再生法開示債権 
                                         （単位：億円） 

 平成 29 年 12 月末 平成 28 年 12 月末  平成 29 年 3月末 

破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 
60 73 66 

危 険 債 権 207 233 233 

要 管 理 債 権 78 80 80 

  合 計 345 387 380 
 

不 良 債 権 比 率   1.98％   2.21％  2.21％ 

（注）上記の平成 29 年 12 月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第 4条に規定

する各債権のカテゴリーにより分類し、当行の定める自己査定基準に基づいた平成 29 年 12 月末時点の債務者

区分による残高であります。 

※債務者区分との関係 

   破産更生債権及びこれらに準ずる債権：実質破綻先、破綻先の債権 

   危険債権 ：破綻懸念先の債権 

   要管理債権：要注意先のうち、元本または利息の支払いが 3 カ月以上延滞しているか、又は貸出条件を

緩和している債権 

（参考）部分直接償却を実施した場合 

  当行は、部分直接償却を実施しておりませんが、実施した場合の不良債権比率は、1.92％となります。 

（単位：億円） 

 平成 29 年 12 月末 平成 28 年 12 月末  平成 29 年 3月末 

金融再生法開示債権 334 372  371 

不 良 債 権 比 率 1.92％ 2.13％  2.16％ 

 

７．自己資本比率 

平成 29 年 12 月末時点の自己資本比率（国内基準）については、現在算出中であり、確定次第、開

示する予定であります。 
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